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333第 10 号　2015（平成 27）年度
大学における地域貢献の成果について
　また，2015 年 11月に開催された，「第 9回大学人サミット信州・まつもとカレッジ2015−大学自
慢コンテスト−」において，本学の地域貢献活動が紹介され，参加 9大学中最も高い評価を受け
































過去 10 年の主な活動を表 2に示す。
表 2　ミニたまゆりの沿革



































































表 3　第 10 回　ミニたまゆりの概要
開催期間 平成 27 年 2月7日（土）・8日（日）
開催時間 10：00〜 16：00
場　　所 田園調布学園大学　3・4・5号館
対象年齢 5〜 15 歳（小学校未就学児は付添いが必要）
参加費用 300円（二日間有効）
来場者数 有料来場児童 786 人　のべ来場者約 2000 人
来　　賓

















































































・第 3 回子ども会議　2014 年 12 月 13日（土）
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大学における地域貢献の成果について
表 8　食事グループの仕事一覧
フル ツーポンチ フル ツー缶にジュースなどを注ぎ販売
飲み物 ジュースを紙コップに注ぎ販売























































































社会福祉法人ウィズ町田スワンベ カーリー 町田店 パンの現金販売
新百合ヶ丘総合病院 病院の仕事体験
なでしこ同窓会 エコ・バザー


















2011 年 2012 年 2013 年 2015 年
1.市民登録時の混雑についての苦情 9 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2.余ったユリー の使い道についての苦情 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
3.消費者が少ない事への苦情 4 5.6% 3 7.9% 3 2.5% 3 7.3%
4.大人もユリー を使えないか？という提案 4 5.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
5.大人ユリー の価格に対する苦情 0 0.0% 1 2.6% 3 2.5% 4 9.8%
6.会場・アナウンス・看板・名札が判りにくいという苦情 16 22.2% 8 21.1% 19 16.0% 10 24.4%
7.衛生面での苦情 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
8.学生スタッフの対応に対する苦情 3 4.2% 0 0.0% 10 8.4% 5 12.2%
9.運営方法についての苦情 6 8.3% 5 13.2% 12 10.1% 4 9.8%
10.参加児童の態度（危険行為・万引き）への苦情 3 4.2% 1 2.6% 2 1.7% 0 0.0%
11.保護者の態度（過干渉・席の占有）への苦情 1 1.4% 0 0.0% 2 1.7% 0 0.0%
12.職業案内所の混雑・仕事の少なさへの苦情 2 2.8% 2 5.3% 21 17.6% 4 9.8%
13.会場環境（狭い・寒いなど）への苦情 1 1.4% 6 15.8% 13 10.9% 2 4.9%
14.新店舗の提案 5 6.9% 4 10.5% 4 3.4% 1 2.4%
15.税金・物価に対しての苦情 2 2.8% 0 0.0% 11 9.2% 3 7.3%
16.税金の使われ方についての説明 0 0.0% 0 0.0% 4 3.4% 2 4.9%
17.乳児・4歳以下の付き添いについての提案 3 4.2% 3 7.9% 4 3.4% 0 0.0%
18.広報方法についての提案 2 2.8% 4 10.5% 3 2.5% 1 2.4%
19.その他の提案 9 12.5% 1 2.6% 8 6.7% 2 4.9%
























































2012 年 2013 年 2015 年
回を重ねるに従い改善される事への評価 7 11.3% 1 1.0% 3 10.0%
お金の有難さが学べる 1 1.6% 18 17.1% 3 10.0%
労働の喜びを学べる 6 9.7% 18 17.1% 4 13.3%
社会の仕組みを学べる 3 4.8% 13 12.4% 5 16.7%
税金の仕組みを学べる 0 0.0% 16 15.2% 4 13.3%
学生の対応がよかった 7 11.3% 3 2.9% 2 6.7%
今後も継続してほしい 2 3.2% 2 1.9% 2 6.7%
色んな方と交流できる 3 4.8% 2 1.9% 0 0.0%
楽しい時間を過ごせた 12 19.4% 18 17.1% 3 10.0%
大学の雰囲気を知ることができた 2 3.2% 0 0.0% 0 0.0%
企画の内容に感心した 4 6.5% 10 9.5% 0 0.0%
大学の地域貢献について知れた 9 14.5% 0 0.0% 1 3.3%
その他 6 9.7% 4 3.8% 3 10.0%
































公 共 49 （24.1%） 48 （23.6%）
制 作 38 （18.7%） 40 （19.7%）
遊 び 32 （15.8%） 31 （15.3%）
食 事・ デ ザ ート 45 （22.2%） 46 （22.7%）
イ ベ ン ト 37 （18.2%） 36 （17.7%）
そ の 他  2 （ 1.0%）  0 （ 0.0%）
























































A.スタッフとして参加したい B.参加したい C.参加したくない D.分からない
公共 4 8.2% 9 18.4% 1 2.0% 35 71.4%
制作 3 7.9% 8 21.1% 3 7.9% 24 63.2%
遊び 5 15.6% 9 28.1% 2 6.3% 16 50.0%
食事・デザ トー 7 15.9% 11 25.0% 6 13.6% 20 45.5%
イベント 5 13.5% 11 29.7% 2 5.4% 19 51.4%













A.スタッフとして参加 5 2.5% 9 4.4% 10 4.9% 3 1.5% 6 3.0%
B.参加したい 12 5.9% 19 9.4% 26 12.8% 2 1.0% 4 2.0%
C.参加したくない 1 0.5% 3 1.5% 6 3.0% 1 0.5% 2 1.0%
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